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# 扉確欝⑳養鰻研修覆開催

㊨1 1 / 5( 土) ･ 2 0 日( 日) のどちらか1 回､ 1 1 / 6( 日) ･1 9( 士) のどちらか1 回､ 計2 日の参加が必要ですo

被災した子ども達 へ の支援

研修を主催す急チ ャンス
･ フ ォー･

チルドレンは ､ 東日本大震災

で被災した子ども達に､ 塾 . 予備校 ･ 習い事などで使えるクーポ

ン券を提供しています｡ この研修を受けた大学生ボランティア

は
､
クーポンの提供を受けた子ども達に対して ､ クーポン利用に

開す急アドバイスを行い ､ 子どもの学習
･ 進路相談に応じます0

日的は可能性を広げること

被災した子ども達に対す孟支援活動の目的は ､ 心理面に対す

孟ケアではなく
､
必要な情報提供や相談に応じることを通して､

子どもの将来の自立を支援す急ことですo 震災という不可抗力

の中でも､ 子ども達が可能性を広げ看ための機会を得て､ 必要

な信輔を得急ことが大切だと考えています｡

研修スケジュ
ー

ル

月に1 回被災した子ども達と会話

当研修を受けた大学生ボランテ ィアは ､ 月に1 回被災した子ど

も達の学習や進路の相談に応じます｡ 被災した子ども達がもつ

不安を和らげ､ アドバイスをする役割を担います. 月に1 回の コ

ミュ ニケーシ ョンは ､ 電話又は訪問で行い､ 小学生か ら高校生

の子ども達が対象となります｡

専門家の先生の養成研修
･ 継続的なサポ

ー

ト

学生ボランティアはこの研修で対人関係や子どもの進路等に

閲す急知識を学びますo また､ 2 ケ月に1 回専門家の先生や仲間

の大学生に子どもと関わる上での悩みを共有し､ 助言をもらう

場を設けています｡ このような継続的にボランテ ィアをサポート

する体制があるため､ 安心して活動す急ことが出来ます｡
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請
義
形
読

l l / 5

( 土)
0 ｢

l l / 2 0

( 日)

1 3:2 0 - 1 5:0 5 C h a n c e fo r C hiLd ｢ e n につ いて､ 当制度の 概要 雑買 雄太( Ch a n c e f o ｢ C 州d re n 代表理事)

1 5 二1 5 - 1 6:0 5 子どもの 貧困､ 貧困家庭の実状 松本 幸子( 社会福祉士/ 宮 城県中央児童相談所元職員)

1 6:1 5 ′ - 1 7 :1 5 被災した子どもの心理状愚 ､ 支え万 佐藤 利憲( 仙台青葉学院短那大学看護学科精神看護学助教)

1 7 :2 5 - 1 8 :1 5 進学 ー 就職 . 経済的支援制度 松浦 智博( 株式会社デュ ナミス召又緒役‡ヤリア教育コ- テ
や

イネ｢ 夕-)

莱
習
形
読

l l / 6

( 日)

0 ｢

l l / 1 9

( 土)

9 :5 0
.
- l l :1 ○ コ ミュ ニ ケ- シ∃ン基礎

出村 和子( 弘前学院大学客員教授 / 仙台い のちの 電話理事長)
l l :2 0 - 1 2:2 0 コミュ ニ ケ- シ∃ン実践

1 3 :0 0 - 1 6 :1 0 ロール プレインク

1 6 :1 5 .
- 1 7 :0 5 ワーク( ブラザーー シスターの役割)



口
-

･
･

､

c h a n c e fo r C h]
'

Ed re n がどのような取LJ 組 みを行って おLJ ､ その 中で学生ボラ

ンティア にどのような役割を期待して いるの かに つい て説明します｡

園 子どもの貧困 ､ 貧困家庭の実状

E] 本の 子どもの貧困の 実状 に つ いて学びます｡具 体例をあげながらどの よ

うな点が問題で ､ その 背景に は何がある の かを考えます.

殴 被災した子どもの心理状態､ 支え方

災害時の心の反応 ､ 遺族の 心理､ 喪失体験 による心の動きなど､ 被災した子

どもの心理状態を学び､ どの ように支えていくべ きかを考えます｡

国 進学 . 就職 ･ 経済的支援制度

高校入試､ 大学入試の諸制度や高卒で の 就隙の実状 につ いて学びます｡ また

進学して いくうえで 活用できる経済的支援制度 につ いて説明します｡

亡コ ･･
-

‥

･
文守人コ ミュ ニ ケーシ ョンに おける基礎的な知識 ､ 子 どもとコ ミュ ニケーション

をとるうえで必要となるスキルを実践を交えて学びます｡

盗 ロー)L' プレインク

実際に子どもと面談する場面や電話で会誌をするi易面を想定し､ 子どもの

役や学生ボラン ティア の 役を演じ､ 実体験します｡

因クループワーク

子どもと関わる際に大切なこと･ ブラザー･ シス ターとしての 役割につ いて 小

ク)L ' - プで意見を出し合い､ 最後 に参加者全員で共有しますo

○日 時 ①講義形式

2 0 1 1 年1 1 月5 日( 士)/ 1 1 月2 0 日( 日)1 3:0 0 - 1 8 :4 0

②実習形式

2 0 1 1 年1 1 月6 日( 日)/ 1 1 月1 9 日( 土) 9:3 0 - 1 7:3 0
･

X
･

①の どちらか1 回 ､ ② のどちらか1 回 ､ 計2 日の参加が必要で すo

o 場 所 0 1 1 月5 日( 土)/ 6 日( 日)

仙台市布民活勤サポートセンター

〒9 8 0-0 8 1 1 仙台市言葉 区一番野四丁巨】1 -3

0 1 1 月1 9 E3( 士)/ 2 0 日(E])

仙台市民会館

〒9 8 0-0 8 2 3 仙台市青葉区桜ケ同公園4-1

0 講 師 佐藤 利憲=Lu 台貢菓学院短期大学看喜蛮学科精神看護学肋教)

出村 和子(弘前学院大学客員教投 / 仙 台いのちの電話理事 長)

松浦 習慣(株式会社デュナミス取締役キャリア教育コーテ
小

イネ一夕-)

松本 幸子(社会福祉士/ 宮城県中央児童相談所元蛾員)

○対 象 被災晃童 ･ 生徒 へ の支援活動に関心のある大学生 ･ 大学 抗隻

○定 員 4 0 名( 各 回4 0 名ずつ が定員です)

※応募が寿豊到した場 合､ 男 女比
･

学 年
.

出鼻 高手交を考慮 した上 で選考 さ

せていただきます｡

○費 用 参方口費無料
･

X
,

自宅から研修場所までの往復交通霞､ 昼食褒は自己負 担となLJ ますo

o 主 催 一般社団法人チャンス
･

フォ- ･

チ]L ,ドレン

宮城県仙台布告嚢区本町1 丁目1 3-3 2 オ- ロ ラビル11 0 6

htt D ノ/ w 州V.
Cf c
.
o ド
,J
'p/

○担当者 研修責任者 雑翼碓太(サイカ ユ ウタ/ 当会代表理事)

○問合せ teE 0 2 2 - 2 6 5 - 3 4 6 1 m ail b ro sis@ cf c .o r J
'

p

斑メ
ー

ルで受付致します【締切:1 0 月2 8 日(金) 2 4 :0 0】

下記お申込みフォ- ムよLJ 必要事項を入力し､ 送信してくだきいo

○ パソ コ ンメールで 申込み

http:/ / w s .fo r m z u .n et/fg e n/ S 7 5 8 3 g 2 2 4 /

○携帯メ- ルで申込み

http:/ / w s .fo r m z u .n et / mfg e n / S 7 5 8 3 9 2 2 4 /

Q 研修はどんな人たちが参カロするの?

A 仙台市内にある各大学で学生ボランテ ィア の募集を行っ てい ます0

当研修 に は､ 教育 ･ 福 祉 ･ 心理職を目指す人､ 大学生活 で新しいこと に挑

戦したい人､ 東日本大震災 に対して ､ 自分 でも何かや
LJ たいと思う人など

様々な目的をもっ た学生たちが集まります｡

Q 研修では何が得られるの ?

A 自分の コミュ ニ ケ- シ ョン の宅又LJ 方 ､ 人間関係 の築き方などを見つ

め直し､ 子どもの 支援をする上で必要と士れる知識
･

ス キル を鼻 につ ける

こ とがで きますo また､ 研修 は 講義
･

実 習から構成士れておLJ ､ 知識 の 習

得だけでは なく実習を通して学びを深めることがで きます｡

Q 研修を受けな いとブラザー ･ シスタ ー

になれないの ?

A 研修を受けずにブラザ
- シス ターになること はで きません｡ 研修の

内容は､ 被災 をした子どもたち- 人ひとLJ に接して､ 個別的な支援を行う

うえ で 必要となる知識 ･ ス キル を習得するもので す｡ この2 日間 に参加す

る ことで､ 適tn な支援活動ができると 私たちは考え てい ます｡

Q ブラザ ー
･ シスタ ー

の活動か らは何が得られるの?

A 例えば､ 子 どもが自分自身の道を見 つけ､ 新しい ス テッ プを踏み出

す過程 に関わる喜びを感 じる ことがで きます｡ またこの 活動では､ 専門家

の 先生や仲間の大学生と意見交換を定期的 に行います｡ この ような様々

な人 と出会い ､ 意見を交わす機会も､ 学生時代の貰重な経馬英となLJ ます｡

は じまりは阪神
･

淡路大震災

C h a n c e f o r C hi‡d re n は ､ 阪神 , 淡路大震災で被災した子どもたちの支援を

行っ てきた特定非営利活動法人ブレーン ヒュ- マ ニ ティーの ひと つ の プ

ロ ジ工クトとして､ 2 0 0 9 年 に発足しました｡ そして､ 2 0 1 1 年3 月 に発生し

た東日本大震災 に伴 い､ 被災 した子どもたち に対しても継続的な支援を

行うため､ 同年6 月独立､ 一般社団法人として設立しました｡

学校外教育ク
ー

ポンの提供

経済的な理由で塾 ･予 備校 ･ 習 い事 など

に行けない子どもたちに ､ 学 校外の 教育

サービス で 利用で きるクーポ ンを提供

し､ 子どもたちの学校外教育機会を保障

して います
｡

ブラザー･ シスター制度

学生ボ ラ ンテ ィア( ブラザー
･

シ ス タ- )

が月 に1 屑面談や電話で コミュ ニ ケ-

シ ョ ンをと り､ 子 どもたちの学習や進路

につ い ての 相談 に対応し､ クーポ ン利用

につ いてアドバイス を行う制度です｡

一般社団法人チャ ンス ･

フォ
- チルドレン

0 2 2
- 2 6 5

-

3 4 6 1 / b r o sis @ cI
E

c . o r .j p
詞 ホーム ペ- ジ､ ソーシャルメディア でも情報発信して います!育
○公式H P

htt p:/ / w 榊W.
Cf c
.
o ｢
,A D/

O F a ce b oo k

htt p:/ / w w w.fa ce b o ok ,c o m / c h a n c ef o r chTid re n
O T witte r

htt p:/ / t witt e ｢.c o m / 糾/ b h_
cf c

O E3】og

htt p:/ / d.
h8t e n∂.

[ eJ p / ch a nc e- f or- c h‖d re n
C h cl n C e f o r C hi一d r e n




